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杉田　　民族学 とコンピュータ ー

民 族 学 とコンピューター

杉 田 繁 治*

要 旨

　　国立民族学博物館において,コンピューター システムをどのような経過で導入して

　 きたか,そ の過去および現状と,近 い将来における計画について述べる。また人文科

　学の会野におけるコンピューター利用について,そ の特徴を分析 し,現 在のコンピ

　 ューターに欠けているものは何か,ど のようなことが大切であるかについて述べる。

　 特に利用者の立場からマンマシンインターフェースの問題を論 じる。

1民 博 の情報 システ ム

　民族学の研究に積極的にコンピューター を活用 しよう,と いうのが国立民族学博物

館(民 博)の 設立当初からのスローガン である。1970年 代の半ばはまだコソピュータ

ーは専門家が扱 うもので,プ ログラムや操作はむずか しいものというのが一般の考え

であった。特に人文系においてはコンピューター 利用は,統 計計算などのごく限られ

た問題においてだけであった。 しか し,コ ンピューターはやがて研究者にとって万年

筆と同 じような道具になるであろう,と い う梅棹忠夫館長の見通しの下に,民 博では

大規模なコンピューターシステムの導入が進められている。

　われわれがめざす ものは,民 博が所有するすべての資料について,で きるだけ現物

に近い情報を コンピューターに よって検索できるシステムの構築である。書籍なら

ば,単 に書誌的情報が検索できるだけではなく,そ の内容が例えぽページイメージと

して,あ るいはテキス トそのものが文字列として検索されるような,民 族誌ライブラ

リーである。標本資料ならば,い くつかの角度から撮った映像が表示されるものであ

る。スライ ドの場合は,あ たかもプロジェクターで表示 しているような映像がコンピ

ューターの端末のところで映し出されることである。また録音された音楽や音声など

は単にカセ ットのあり場所が検索 されるだけではなく,音 そのものもコンピューター

から再生されて,直 接音を聞 くことができるシステムを構築することである。

　われわれはこのようなシステムをマルチメディアデータベースと呼んでいる。それ
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は様々な情報媒体(メ ディア)に よって表現されている情報をあたかも単一の情報で

あるかの如 く扱 うことができるシステムだからである。ここでは文字も画像も音も混

在 してコンピューターによって管理 され,外 部に表示される時にはそれぞれの元の形

態に近い形に再現されるのである。

　このため昭和54年 か らホス トコンピューター としてIBMを 導入し,ま た画像 ・音

響関係の入力,出 力のための様々なシステムを導入 している。 これらは同時期に導入

されたものではな く,長 期計画の下に毎年その時代の最先端の機器を選択して導入し

ている。従 って全体のシステムを構成する機器は同一のメーカーのものではなく,さ

まざまな会社のものが入っている。そこで異なる機器を統合するためにLAN(ロ ー

カルエ リアネットワーク)を 導入し,あ たかも同質のシステムであるかの如 く見える

ようにしている。

L1情 報 システ ムの整 備

　情報センターとしてマルチメディアデータベースをいかに構築 してい くか。これに

はしっか りした思想と技術の見通しがなければならない。民博設立準備の段階,1970

年代の初め頃は日本におけるコンピューターはまだ専門家が使 うという状況で,一 般

的な応用に耐えるものではなかった。 しか し,そ の当時から創設準備室では,や がて

コンピューターは社会のもろもろの分野で重要な役割を演じる道具になるであろ うと

い う見通 しがあり,そ れは人文科学研究や博物館においても例外ではありえないとい

う確信があった。そして,技 術の開発を見込んで段階的に情報システムを実現し,技

術の発達に柔軟に対応し,常 に最新の道具を利用できるように,第1期,第2期,第

3期 など,長 期の年次計画を構築 した。1期 の期間をどれ くらいにするか。1970年 以

降のエ レク トロニクスの技術革新は急激である。10年 とい う期間は長 いと判断 し,5

年毎にその計画を見直し,資 料の収集具合をも勘案 して実現の可能性を見極めて情報

システムの構築を行なう方針を立てた。

第1期 計画(文 字情報 システム)一 昭和53(1978)年 度 ～昭和57(1982)年 度

　先ず基本 的なデ ータベ ースの構築 を行な った。 それは民博が所有す る資料に つい

て,そ の書誌的な事項 をコンピューター に入力 し,検 索することがで きるシステ ムの

導入であ る。 図書,標 本,映 像 ・音響,HRAF(Human　 Relations　Area　Files,人 間 関

係地域 ファイル)の いわば台帳 データの蓄積 ・検索であ る。 当時,本 格的なデー タベ

ース システムはほ とんどなか ったが ,ユ ーザ ーと しての要求 を強 く表に出 して漢字 デ
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一タを扱える検索システムを導入した。現在,民 博が独自に入力したデータは約170

万件にのぼっている(平 成4年3月 現在,表1)。

　また博物館として画期的な新 しい試みとして標本資料の画像入力と自動計測のシス

テムを開発 した。世界の諸民族から収集された資料を,従 来は手作業で計測し写真を

撮っていたが,そ れを自動化 した。標本資料の立体計測の可能性 も検討 したが,当 時

は自動車のボディの設計などで試みられていた程度であって,民 博の資料のように多

様な形態と材質に対応できるものはなかった。新しいシステムの開発により,昭 和58

年以降毎 日入力作業をつづけることが可能にな り,現 在約5万7千 点分(約400ギ ガ

パイ ト)の データが蓄積されている。

第2期 計画(文 字画像情報システム)一 昭和59(1984)年 度～平成2(1990)年 度

　第2期 計画は当初5年 計画で出発 したが,途 中種々の事情によって予算編成上7年

にわたることになった。

　第2期 計画の重点はスライ ド・写真映像の蓄積 ・検索,そ れと非図書資料の総合的

活用をめざした民族誌ライブラリーの構築である。また第1期 で開発 されたシステム

や第2期 で開発 された分散システムを統合 し,全 体が一体 となって活用されるようこ

れ らをネヅトワーク化することであった。

　標本資料画像は第1期 のシステムで軌道にのせたが,民 族学の調査から得られる膨

大なスライ ドや写真をどうするかの問題があった。通常これ らは各人が自分の方式で

管理活用 しているが,も しこれらが共有財産 として活用できるようになれば,そ こか

ら得られる情報は非常に大 きい。民族学では 「比較」 とい うことが重要であるが,研

究者が自分のフィール ドとしている地域とあまりよく知らない地域における物質文化

や儀礼などをスライ ドを通 じて比較できるだけでも仮説の設定に役立つところが大き

い。これについては,ハ イ ビジョソ並の高解像度を持つディジタルカメラを使って入

力し,デ ィジタルデータとして蓄積 ・検索するシステムとして実現 した。

　 次に民族誌ライブラリーの構築を開始 した。従来の図書館では書棚に配架できる形

態の図書を中心にシステムが考えられている。雑誌論文や書籍の中の章単位の内容な

どについては検索の対象にはなっていない場合が普通である。また,本 の中の図表や

写真,地 図などをそのまま画像 として検索 ・表示するシステムはできていない。最近

でこそ辞典や百科事典をCD-ROMに 入力し,パソコン によって検索できるシステム

も登場 しているが,こ れをさらに一般化 したシステムの構築を考えている。例えば著

名な論文や民族誌などは単に書名や所在場所が分るだけではなく,そ の文章 自体が コ
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α 表1　 国立民族学博物館が収集している資料とコンピューター化されているデータ量 平成4年3月1日 現在

資 料 名

文 献 図 書 資 料

一HRAF　 資　 料

映 像 音 響 資 料

標　 本　 資　 料

国内資料調査報告集

資料の種類

単

雑

行 本

誌

小冊 子 類 資料
マイクロ写真資料

日　　 本　　 語
外　　 国　　 語
　　　計
製本 日本語雑誌
製本外国語雑誌
　　　 計
日 本 語 雑 誌
外 国 語 雑 誌
　　　 計

文献情報ス リヅプ
テキス ト(原 典)ス リップ

レ コー ド,CD

テ ー プ(言 語)

テ ー プ(音 楽)

フ ィル ム(16ミ リ)

ビテ ナ テ ー プ

　 計

海　外
国　内
　　計

資　料
資　料

国内資料調査報告集　1～12集

冊(点)数

107,493冊

186,845

294,338

18,753冊

42,324

61,077

　 5,496　 種

　 4,562

10,058

28,756　 点

　 1,989種

　 6,353　 ソース

812,290枚

35,873点

6,107

3,039

2,803

1,979

49,801

107,045点

82,795

189,840

12,910点

情報の種類

単行本 ・書誌情報(日 本語)

単行本 ・書誌 情報(外 国語)

雑 誌 ・書誌 書 蔵 情報

小 冊 子類 ・書 誌 情報

JP-MARCデ ー タ(1977～1992.02.20)

US-MARCデ ー タ(1969～1991.12.23)

民族誌文献書誌情報
主題分類コード情報

管理情報
学術研究情報(日 本語)
学術研究情報(外 国語)
スライド画像情報*

管理情報
学術研究情報
標本資料画像情報*

国内資料調査報告集　1～12集

一一タベース件数(件)

102,632

162,369

265,001

　 10,058

　 28,756

1,015,665

2,836,952

　 6,353

812,290

44,213

50,428

969245

21,000

182,107

117,637

56,885

12,958

一一タベース化率(%)

90.0

100.0

100.0

100.0

89.4

95.9

62.0

30.0

100.0

・JP-MARCデ ータ:国 立 国会 図書館 で作成 され ている文献書誌情報。

・US-MARCデ ータ:ア メ リカの議会 図書館 で作成 されてい る文献書誌 情報。

・管理情報:資 料名 ・収蔵場所 等 とい った資料 を管理す るため の情報。

・学術研究情報;た とえぽ標本 資料 な らば,そ の使用法 ・使用民族名等 とい った研究者の調査研究 によって得 られ る情報。

・情報の種類欄で ・が付加 されている ものは,画 像 データであることを示す。

(データベース総件数　5,556,548件)

(館内作成データ件数　1,703,931件)

・国内資料調査報告集:民 具等標本資料 ,技 術伝承者,民 族 ・民俗関係映像記録,そ の他 の資料,お よび民族 ・民俗関係出版物 の所在に関す る情報。
・小冊子類 ・書誌情報:パ ンフレッ ト,リ ー フレッ ト,抜 刷等 の文献書誌情報。

圖

ロ住

邊
串

ミ
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ンピューターの端末で直接見ることができるといったものである。そこには表や図も

写真も画像として見ることができる。千冊分 くらいのデータを1枚 の光ディスクに収

納することも可能である。ディスクの自動倉庫を使えぽ数万冊分のデータをオソライ

ンで扱 うことができる。ハイ ピジョソシステムを応用すればカラーの資料も蓄積でき

る。 このようなシステムを使えば散逸 しがちなパンフレットやポスター類,展 示図

録 建築設計図なども容易に検索することができるようになる。

　 さらに1期,2期 を通 じて開発してきたデータベースを統合 し,館 内のあちこちに

分散 している端末から,あ たか もすべてのデータが一箇所に存在 しているかの如くに

検索できるようLANで 結合 した。現在このネ ットワークを学術情報センターのネ ッ

トワークや大学間ネットワークに接続 し,館 外からも民博のデータベースが利用でき

るよう準備を進めている。

第3期 計画(総 合情報システム)一一 平成3(1991)年 度～平成7(1995)年 度

　第1期,第2期 計画でまだ実現されていない問題がある。その一つは音響データで

ある。民博では レコー ド,カ セ ットテープ,CD(コンパクト ディスク)な ど多数収

集しているが,そ れらを活用する場合に書籍 とはちょっと違 った問題がある。書籍は

手に取 って誰でもその場で見られる。しかし,レ コー ドやカセットなどはそれぞれの

装置を操作 しなけれぽその内容を知ることはできない。 しか し,も し図書の検索など

と同様にコンピューターを使って資料の検索をすれば,そ の場で音が聞えてくるよう

になれば音響装置の操作が不要になる。さまざまな民族の音楽や言語を同時に聞いて

比較 した り,そ の音の特徴をコンピューター によって解析することもできる。また媒

体も劣化せずに大切な資料として保管することができる。

　次は標本やスライ ド以外のイメージデータの問題がある。主なデータとして地図が

ある。民族学の分野では世界の諸民族を対象に しているので地図は必須のものであ

る。単に地形図だけではなく,言 語の分布,交 通,産 物,そ の他風俗習慣のマッピソ

グなどもある。 これらは大 きなサイズから小さなものまであ り,ま た図法もさまざま

である。またその検索の仕方 も多様である。緯度経度から直接検索す る場合もあれ

ば,地 名や民族名からその近辺の領域を知 りたい場合もあろう。産物名などから検索

し,該 当地図が 目の前に表示されることも必要な機能である。

　 また展示されている壁面や立体配置の様子など,展 示に関わる記録をイメージとし

ても蓄積し,記 述データと連動 させて検索 ・表示するシステムの構築も考えている。

これらは民族誌ライブラリーの範疇であると考えることもできる。 しか し,高 解像度
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カラー画像の大量蓄積技術は現在電子機器メーカーにおいても開発中であ り,第2期

計画の民族誌 ライブラリーとしては時期尚早であったが,近 い将来新 しいメディアが

出現するであろうから,第3期 の中では実現可能であるという見通 しを持っている。

　さらに立体データの問題がある。これは物質文化の研究や博物館 として展示を行な

う場合に必要になる。仮面や器などの概略は第1期 で開発 した標本画像自動入力計測

装置からの映像で見当付けることができる。 しか し凹凸の様子や任意の角度から眺め

た場合の姿は見る人の想像力に待たねばならない。もし3次 元データが入力されてお

れば,コンピューター によって任意の方向か ら見た姿を表示させることができる。モ

ノの研究には直接手で触れることが重要であるが,立 体形状の計量的分析,特 徴比較

にはコンピューターが威力を発揮する。このことによって物質文化の研究が従来には

なかった次元への展開も可能 とな り研究の進展にもつながる。また展示を行なう場合

にも実際にモノを配置せずに,コンピューター シミュレーションによっていろいろ試

みることができる。このような展示シミュレーションは まだほとんどなされておら

ず,経 験に頼っているにすぎない。立体計測の実現によって新 しい展開が可能になる

もの と思われる。

　 さて今まで開発 してきたシステムは媒体の形態を超越 し,関 連する資料がコソピ

ューターの端末で統合されるための具体的データの蓄積 と検索であった。 しかしその

検索はある程度資料について知っているとい う前提が暗黙の了解 として存在 してい

た。書物にしても前方一致や後方一致などの機能によって単語の一部から検索す るこ

とはできた。 しかし,対 象とする資料のデータに含まれていない語彙での検索は不可

能であった。コンピューター による情報検索がまだ一般に普及しないのは検索者の語

彙 と内部に入力されている語彙とが必ず しも一致 しないために,検 索が うまくできな

い場合がしば しば起こるということに原因がある。そこで検索者が頭に浮べる語彙 と

内部の語彙を関連付ける仕掛が必要になる。それをわれわれは 「シソーラス」と呼ん

でいる。 これは経験的に獲得 してきた常識の一部であると考えることができる。すべ

ての事柄に関するシソーラスは到底できないが,せ めて民族学に関係する分野に限定

した辞書ができないか。民博では,既 にデータベース化 した標本資料名やHRAFシ

ステムが採用 しているコード体系と概念関係をもとに,民 博シソーラスを編纂 し,コ

ソピューターに仲介の役割を持たせることにより,よ り柔軟な検索を可能に しようと

している。

　 さて以上の事柄が実現すれば,現 在民博が所有 している研究資料については一応

データベース化が着手されたことになる。データの入力は今後継続的に行なっていか
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ねばならないが,こ れらのデータを生かして,広 く一般の観客にもよりよく世界の民

族を理解 してもらうための仕掛を開発することは民博の役割でもあろう。昭和52年 の

開館当初からビデオテークというコンピューター 制御による映像音響情報 自動送出装

置によって,観 客は数百種類のビデオから選択して見ることができるようになってい

る。平成元年からはレーザーディスクを使った新システムになっている。やがてハイ

ビジョソシステムを考えねばならないであろうが,さ らに性質の異なったシステムに

よって民族に関わる情報を提供することを考えている。それは簡単にいえぽ 「電子図

書館」である。あるいは 「学習コーナー」である。モノを見るだけでなく,そ のモノ

に関わるあらゆる種類の情報が検索できるシステムである。民博の展示場にはあまり

説明がない。それをカバーし,さ らにもう少し深 く,民 族についての情報を映像,画

像,文 章,音 を通 じて知ることができるようにするシステムである。そこに コソピ

ューターを活用 しようというわけである。 このようなシステムには 「ホロテーク」と

いう名称が考えられている。これは今後建設を希望 している第6,7展 示場に設置す

ることを想定 しているが,そ の準備としてパイロットシステムの開発を第3期 計画で

考えている。これにはシソーラスを活用 して曖昧な表現からでも知 りたい情報に近づ

け,関 連する情報が媒体の種類に関係なくコゾピューターから出て くるようにしよう

としている。

　 このような統合情報システムでは絶えず新 しいデータを入力 し,全 体の統合を行な

わなければならない。大量情報の中からデータを迅速に,適 確に検索するための研究

情報データベースの構築には,様 々な工夫を導入 しなければならず,そ の構成はより

複雑化し,デ ータの選択,加 工,入 力など日常的業務も多岐にわたって くる。これを

着実にかつ効率的に継続 してい くためには,よ り整った組織 ・体制 と予算的裏付けが

必要であ り,行 政面からの強力な支援がなけれぽならない。

1・2　コンピューター システ ムの現 状

民博 における現在の コンピューターシス テムの概念 図を図1に 示す。

ホス トコンピューター(写 真1)

　平成4年3月 現在のコンピューター は当初から数えると4代 目である。第1代 目は

IBM370/138で あった。主記憶装置は1メ ガバイ トであった。しかし1年 後に2メ ガ

バイ トに増強された。それはいざ検索を してみると応答速度が予想外に遅いからであ

った。実はデータはコンピューター の導入 よりも3年 ほど前から作成 してお り,そ の

9



図1　 薗立民族学博物館のコンピューターシステム概念図(平 成4年3月 現在)
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量 の増加が当初 の予想 よ り速 く,コンピューター 導入時 に既に予想 の3年 先の分量 に

な っていたのであ る。急遽 予算を 申請 して システ ムを倍増 した。2代 目はIBM4341

であ る。主記憶装置は8メ ガバ イ トであ った。 やがてこれは画像関係の実験装置 を制

御 す る もの と し,ホ ス トコ ン ピ ュー タ ー と して 新 た に主 記 憶16メ ガバ イ トの

IBM4341を 導 入 した。 これは2.5代 目とい うことにな る。3代 目はIBM3090/150,

主 記 憶64メ ガバイ トであ る。磁気 デ ィス クは45ギ ガ・ミイ トであ る。そ して平成3年3

月 か らは現在 のIBM3090/17J,主 記 憶64メ ガパ イ ト,磁 気 デ ィス ク55ギ ガバ イ トで

ある。端末は約130台 が 館内のあちこちに配置 され てい る。

　 この ホス トコンピューター のデータベ ースに は,民 博 が持つすべ ての資料 につ い

てそ の書誌 的情報 とやや詳 しい研究 情報 が文字 デ ー タ として蓄 積 され,STAIRS,

JAIRSな どの検索 ソフ トウ ェアに よって利用 で きるよ うにな ってい る。他の データ

ベースはこのホス トデータベース と連動 してお り,ワ ークステーシ ョンか らの画像検

索 も,先 ず文字情報に よって検索 し,そ れを もとに他の システ ムに蓄積 されている関

係画像が取 り出され るとい う仕組 にな っている。

標本画像 自動入力計測装置1)(写 真3)

　これは民博が昭和57年 度に富士通と池上通信の協力を得て開発したもので,民 博で

は普通 「標本画像 自動処理装置」 と呼んでいる。従来博物館では標本資料のサイズの

計測には直接モノを測定するか写真を撮ってその上で計測 していた。これをコソピュ

ーターによって自動化することを計画 した。それ と同時に標本の画像もコソピュータ

ーに蓄積していくことにした。

　 この装置は直径2メ ー トルの回転台と3台 のCCD(Charge　 Coupled　Device)を 用

いた電子カメラが入力部にあり,そ こで撮られた平面,正 面,側 面,鳥瞰,の 画像が

コンピューターへ送 られ,画 像処理装置によって各面でのサイズが自動的に計測され

るものである。カメラの出力は各面1024×1024の 点に分解 され,濃 淡256階 調のデー

タとなる。また鳥瞰 画像についてはさらにカラー赤,青,緑 の3原 色に分解され,各

色毎に256階 調,全 部で1670万 色の色が表現できるようになっている。 コンピュー

ターのデータとしては標本1点 当 り7メ ガバイ トの量になる。

　物体の大きさは各辺最大1メ ー トル以内最小5セ ンチメー トル以上を対象としてい

る。この装置で年間処理できる量は約7千 点であるが,民 博の標本収集量は年間約1

万数千点あ り,そ のうちこの装置の処理対象となる標本は約85パ ーセソトあるので,

1)本 書資料編D「 標本画像自動処理装置」参照。
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これではいつまでたっても滞貨がなくならない。そ こで平成4年3月 にやや小型のも

のを対象にした画像入力装置を導入した。

標本画像蓄積検索装置(写 真4)

　入力装置か ら得 られた画像は一旦磁気テープに出力され,そ れを富士通の汎用中型

コンピューターM340Rを 中心 とする蓄積検索装置によって,光 ディスクと磁気ディ

スクに蓄積している。光ディスクは1カ ートリッジ当り2.7ギ ガバイ トの容量があり,

1件7メ ガバイ トのデータをそのまま圧縮 しないで蓄積 して,現 在のところこれはオ

フラインとして保管庫に収納 している。

　画像データのうちカラーの鳥瞰画像は256×256の サイズに縮小され,磁 気デ ィスク

に蓄積されてオンライン 検索の対象になっている。磁気ディスクの容量は25ギ ガパイ

トであ り,カ ラー画像が10万点以上蓄積できる。

写真 ・スライ ド画像蓄積検索装置(写 真5)

　 35mmの ス ライ ドか らA4サ イズの写真 までを ハイ ビジ ョソ対応 のカ メラに よって

1030×1920以 内 の点 に分解 して入力す る ことがで きる システムを導入 してい る。 これ

には池上通信 のHSCIOOOと い うカメラと,制 御装置 としてIBM9370シ リーズの ミ

ニ コソピュ　一一ターを使 ってい る。蓄積媒体 は5.25イ ソチの追記型光 デ ィス クである。

ここでも光デ ィス クのデータは圧縮な しの原 データで,オ フライ ン的 に使 うことに し

てお り,検 索には縦 ・横6分 の1に 縮小 し,約10分 の1に 圧縮 したデータを磁気 デ ィ

ス クに入れてオンライン 検索 を行 なっている。

　 この装置では変 色 した画像 に対 して もモ ニタ ーを見 なが ら正 常 と思われ る色に変換

して入力す ることがで きる。 またコンピューター か らカ ラープ リンターに出力 できる

ので,写 真処理を経ず してハ ー ドコ ピーを得 る ことがで きる。1日 に約150枚 の スラ

イ ドを入 力 している。現在の システム構成では15万 枚分 のデータを蓄積す ることがで

きる。磁気 デ ィスクの容量を増 やせば60万 件 まで扱 うことがで きる。

ページイメージ蓄積検索装置(写 真6)

　これは電子 ファイル としてオフィスなどで使われている東芝TOSFILE　 3200を 中

心 としたシステムである。ここに書類や本のページをそのままのイメージで蓄積 し検

索することができるが,民 博ではHRAF資 料の蓄積検索システムとして実験を進め

ている。HRAF資 料は民族学研究のための資料で,書 籍や論文のページ毎にそ こに

書かれている内容を約600の 分類項 目に従って分析 したものである。各ページは独立
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した データとして分類番号毎に もファイル され ている。原データ としては80万 ペ ージ

分 であるが,1枚 のペ ージはそ こに記 され た分類記号の数だけ コピーが取 られ,各 々

の番号の フ ァイルに入れ られてい るので,全 体 では400万 枚 に ものぼる資料であ る。

　 しか しも しこれ をコンピューター を使 って検索 す るとすれば,オ リジナルの80万

ページ分だけを電子 ファイルに入れておけば よく,光 ディス クのオー トチ ェンジ ャー

を導入 して も5平 方 メー トル もあれ ば よい。現在は約80平 方 メー トルの部屋 に100本

の キ ャビネ ッ トが必要 であ る。 民博 では既 にHRAF資 料 につ いて,誰 の論文 の何

ペ ージ 目に何が書かれ てい るか とい うページ毎 の情報は入力 され ているので ,電 子 フ

ァイルと台帳データベースを連動 させ るだけで これが実現する。現在約1万 ページ分

のイメージを入力 して実験を行な ってい る。

　 このHRAFが 採 用 している コー ド体系 には文化項 目分類(Outline　 of　Cultural　Ma-

terials,　OCM)と 地 域 ・民族分類(Outline　 of　World　 Cultures,　OWC)の2種 類がある。

OCMは 文 化要素を約600の カ テ ゴリーで表現 した もので,　OWCは 民 族の地域や歴史

的区分を表現 した ものであ る2)。 民博 ではすべ ての資料に この コー ドを付 けるこ とに

よって,資 料間の横 の関係 を知 る手掛 りに しようとしてい る。 またこの コー ド体系 を

活用 して シ ソーラスの役割 も持たせ よ うとしている3)。

ワー クステー シ ョン(写 真7)

　 以 上のデ ータベースは各 々独立 したコンピューター システ ムの上に構築 されている

が,SUMINET　 3300と い うLANに よ って結合 されてい る。いわば分散 データベー

スになってい る。 このネ ッ トワーク上のデ ータベースに接近す るため の端末 として,

ワー クステーシ ョンを使 う。 い くつかの異な ったタイプの端末を導入 してい るが,大

型 のデ ィスプ レイを含 め複数個 のデ ィス プ レイを持 って,同 時に多数の情報を表示す

る システムを構築 している。

ビデオテー ク

　 これは直接 コン ピューターシステムとは関係はないが,動 画の映像 データベ ースで

あ ると考 えることがで きる。現在は図1の システム とは別であ るが,将 来 これ も新 た

なネ ットワー クで結合 される可能性 がある。

　民博 は開館当初か らビデナテー クとい うコンピューター 制御 の装置 に よって,世 界

の民族の生活を動 きのあ る映像 で紹介 してきた。従来 の博物館 では単 にモノが陳列 し

2)本 書「標本資料検索 コードとしてのHRAFコ ー ドの利用について」および資料編B「HRAF

　/文化項 目分類(ocM)コ ー ド」,資 料編C　 rHRAFノ 民族 ・地域分類(owc)コ ー ド」参照。

3)本 書 「民博におけるシソーラスの構想」参照。
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写真1

　主コンピューター(全 景)

写真2

　 音響データ処理実験装置

　 (a)VAX　 11/780

写 真2

　 (b)PDP　 11/60

14'
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写真3
　標本画像自動入力計測装置
　 (a)入力部

写真3

　 (b)操 作 ・制御部

写真4
　標本画像蓄積検索装置
　(検索 ・表示部)
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写真5

　写真 ・スライ ド画像蓄積

　検索装置

　 (a)入 力部

写 真5'

　 ・(b)第2入 力 部

写真5

　 (c)検 索 ・表示部 ・
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写真6

　ページイメージ蓄積検索

　装置

写 真7

　 ワー クス テー シ ョ ソ

　 (a)

写真7

　 (b)
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写真8

　画像 ・テキス ト高速検索装置

　 (a)

写真8

　 (b)

写真8

　 (c)
■
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てあった り,簡 単な解説TV画 面を使って表示された りす るだけであったが,民 博で

はそれらのモノが実際に生活でどのように使われているのか,自 然環境との関わ りな

ども一 目で分るように映像を提供 している。しかも来観者が自身で好きなものを選択

する仕掛を用意 し,多 様な目的に合 うようなシステムを開発した。開館以来11年 間は

ビデオテープを利用 していたが,平 成元年3月 からはビデオディスクのシステムに更

新された。

　この新 システムではキーワー ドによって番組の中のシーン単位で検索 してそこだけ

を見ることができるソフ トウェアも用意されている。

　以上コンピューター システムの概略について簡単に説明を施 したが,こ れは主とし

てハー ドウェアの面からであった。実際にこれらが民族学の研究に役に立つかどうか

は,使 う側からの要求にどれほどマッチした ソフトウェアが存在しているかどうかで

決まる。そこで次に人文科学の分野におけるコンピューター の利用の面からの問題点

についての考察を試みることにする。

2　 利 用 者 か ら見た コ ン ピ ュー タ ー

　「人文科学とコンピュータ」とい う研究会が平成元年4月 に情報処理学会において

誕生 した。学会ができてからほぼ30年 にな り,会 員も3万 人近い大学会ではあるが,

今まではどちらかというと工学色が強かった。情報処理というよりもコンピューター

技術を推進することが中心であった。ハー ドウェアにしろソフ トウェアにしろ,そ れ

を作る側からの問題提起が多かったのではなかろうか。

　 コンピューターで何をや りたいかではなく,現 在あるコンピューターでは何ができ

るかという発想が強いものであった。言語の翻訳や文字認識 音声認識などパターソ

認識の問題も,人 工知能 としてのコンピューター の開発をねらっていた。

　その発想を変えてユーザーの論理からコンピューター に関わるシステムを考えよう

とい う動きが出てきたのである。つまり従来の方法が トップダウン的であったのに対

してボ トムア ップ的アプローチへ と変化 したのである。 この変化を生み出 したのは

TSS(タ イムシェア リソグ)技 術,広 域ネットワークシステム,そ してマイクロコソ

ピューターの出現であろう。これらによって従来コンピューター 専門家のみが扱 って

いたのが,利 用者層の拡大によって非専門家 も参加できるようになったのである。

　米国においては1960年 代の後半からその傾向が見えているが,日 本では1970年 代の

後半からであろう。約10年 の差がある。しかし最近10年 の間にワー ドプロセ ッサーや
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パーソナルコンピューター が急激に普及しだして,一 般大衆にとってもコンピューター

が身近に感 じられるようになってきたのである。

　 そこで利用者からの要求や不満があちこちから出るようになった。一般社会でもコ

ンピューターに対する関心が深まり,そ れだけ意識も高まってきた。欧米ではタイプ

ライターに親 しみがあるか らキーボー ドが 自然噂コンピューター につながってい く

が,日 本では漢字など多数の文字があ りそれをどうコンピューター に入力するかで大

きな壁があった。 しか し,か な漢字変換の方法によって漢字なども容易にコソピュー

ターに入力できるということになって爆発的に広まってきたのである。

　 コンピューターの利用層の大衆化によって,今 までにはなかった問題が発生 した。

それはコンピューターに関する利用方法について十分な知識を利用者が持っているこ

とが期待できなくなったとい うことである。 しかし一般の人に対 しては一から使用方

法を勉強しなければ使えないというのでは普及はおぼつかない。エンドユーザー にと

っては自分のしたいことのみに注意を していれぽよいということでなけれぽあ りがた

みがない。テレビは単にチャンネルを押せぽよく,電 話も番号を押せばよいとい うよ

うになっている。

　 ものには階層ということがある。あるいはユニットといえぽよいかもしれない。そ

のユニットは一定の機能を持っているが,そ の内部がどのようになっているのか,そ

のユニット以下のレベルに対 しては知 らなくてもよいというようになっていると分 り

やすい。テレビがどのような原理でできているのか知 らなくてもブラックボックスと

してのテレビがある。電子 レンジも時間の設定の仕方のみ知っていればよい。 ワープ

ロ専用機は電子手帳などと同様,あ る目的にとって必要な機能のみを分 りやす くした

キーで表現しているので普及しだしている。

　 ところが コンピューターでわれわれが 日常的に行なっているような知的生産の作

業,写 真を整理 した り,AV(映 像音響)資 料を見た り聞いた りしていることをコン

ピューターでやろ うとしたら一から開発していかねばならないのが現状である。コン

ピューターに対す る一般的なことはOS(オ ペ レーティソグシステム)の 発達によっ

て随分楽になった。OSの 善 し悪 しはどのような機能をユニット化 しているかによる。

CPUの 命令体系に してもRISC(縮 小命令セットコンピューター)と いう概念が出て

いる。あまり細かいコマソドではかえって使いづらい。かといって大まかなコマンド

では小まわ りがきかない。

　知的生産のためのコンピューターとしてどのようなコマン ドを用意すればよいか,

応用的な事柄に関することはこれからの課題である。現在はまだ分 りやすいコマソド
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レベルでイメージや音響などが手軽に使えるようにはなっていない。パソコンレベル

でのマルチメディアシステムの開発が待たれているところである。

　そこでいかにして一般大衆,あ るいは専門外の人にとっても使いやすいシステムに

するか,と いうことが非常に重要な問題になってきたのである。このようなことは必

ず しもコンピューターだけに限らない。 自動車やコピー機,家 電製品など不特定多数

の人が関わる機器については要求される機能である。またエレクトロニクス関係のみ

ならず政治,経 済における制度や,都 市の構造,建 造物,ま た本や雑誌などすべてに

ついて利用者にとって分 りやす く,安 全であ り,精 神的に落着いた気持で対応できる

ことが求められている。このようなものの蓄積,そ れが文明というものである。従 っ

てフレンドリー を追及することはより高度な文明を指向することにもなる。

2.1人 文系 か らの発想

　コンピューターの利用に関 しては,日 本の文科系は遅れていた。それは日本の人文

科学がどちらかというと論理実証的というよりは思弁的な方法を用いることが主流で

あったからであろ う。 しか し最近 コンピューターの一般大衆への普及につれて,人 文

科学の世界においてもコンピューター を使いだす人が増えてきた。大型 コソピュー

ターではなくパーソナルコンピューターは個人主義の指向が強い文科系の人にとって

なじみやすいものとして受け とられているのではなかろうか。

　このように広いユーザー層の出現によって情報処理の分野 も新 しい変化に対応 しな

ければならなくなってきたのである。 しかしコンピューター のように様々な分野に活

用 されるものに対 していちいちその分野特有の問題のみを対象にして議論していて

も,そ れはアカデ ミックな学会活動としてはどうかとい う面 もあろう。確かに個別の

問題としては意味が薄いが,か なり大きな集団に共通 している問題があるとすればそ

れを明確にするのは意義のあることである。

　情報処理学会を狭い意味に考えるのではな く,例 えばそれは総合百貨店であると考

えることができよう。いろいろな対象をカバーしていることが望ましいのである。特

に情報処理というものは一般論ではなく実際に情報が発生 し,そ れを処理する現場特

有の問題を抜きにしては意味がない場合が多い。そういう現場感覚を持ちながら,し

かし学問的に面白い問題を発掘していくことが重要であろう。

　人文系は どちらかというとコンピューターや数理に弱いという気持の人が多い集団

である。その分野の人がどのような目でコンピューター を見ているか,ま たどのよう

な問題を抱えているかを知ることは作る側にとって有用な情報 となるであろう。また
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それによって新 しいシステムが作 り出されるとしたらユーザーにとっても大変あ りが

たいことである。このような両者を結ぶチャネルが今まで制度として用意されていな

かったのが不思議なくらいである。やっとこのたびそれが情報処理学会内に 「人文科

学とコンピュータ」研究会の発足 という形で実現する方向に一歩進んだのである。

2.2　 マ ソマ シ ンシス テ ムの必要 性

　今一つ人文系で コンピューター利用があま り活発でなか った理由をあげるとすれ

ば,そ の研究内容が実際問題として,コンピューター で処理できないような性質のも

のが多いとい うことではなかろうか。 しかしそれは問題全体 としてすべてをコンピ

ューター化できないというだけで,部 分部分には利用可能なのであるが,人 と機械が

うまく共存 して問題を解決 していくようなシステムの開発ができていなかったのであ

る。

　特に民族学のような総合的な分野では,そ の対象として取 り扱 う情報およびその媒

体の種類は,極 めて多岐にわたっている。数値や文字情報のみならず,写 真,ス ライ

ド,フ ィルム,音 楽,音 声,モ ノなど,し かもそれ らから新 しい情報を引き出して命

題を構築するのであ り,情 報処理は最終 目的ではない。おのず とそこに工学的情報処

理の開発目的と,人 文系での利用者に対する情報処理技術には異なった観点が出てく

る。

2.3　 コ ンピ ュー一ター利 用 の比較

　工学系と人文系におけるコンピューター利用の特徴を対比させると次のようなこと

がいえるであろう。

　情報処理　vs知 的生産

　　　解析　vs統 合

大量少種類　vs少 量多種類

　　　汎用　vs個 別

　多重利用　vs単 発利用

　技術系においては実験などから大量に集められたデータに対 して統計処理などを施

してある一つの量に集約 させる,あ たかも大量のゴミを処理するようなや り方に対 し

て,人 文系では観察された極少ない情報から人間生活の深層構造を明らかに しようと

する知的活動が中心であるという違いがある。工学系がデータの解析を行な うのに対
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して,人 文系では様々な種類のデータを総合的に考えることが重要であるとい う違い

がある。実験系ではデータを変えて同 じプログラムを何回も使 うのに対 して,知 的生

産においてはある性質を検証すればそのプログラムはもはや用はないという,使 い捨

てに近い場合が多い とい う違いもある。

2.4　 フ レ ン ド リー シ ス テ ム

　コンピューターが様々な分野で活用され,そ の使用者の層も多様になって,過 剰な

期待が持たれた り,ま た誤解された りしている。いわゆるシステムの開発者のレベル

に関係する情報 と,エンドユーザー に関係するとこ,うが混乱 している。 どのような

OSが よいかということはエンドユーザー にとってはそれほど重要なことではない。

ソフトを開発する立場からはOSの 選択がプログラム作成の容易さや効率に関係する

から重大関心事ではあろう。エンドユーザーにとってはその上で開発された応用 ソフ

トウェアのインターフェース がいかに うまく工夫されているかが問題である。

　また最近では人工知能が再び脚光をあびているが,文 字認識や音声認識などはエキ

スパー トシステムとは異なる問題意識であるし,ま たOA(OMce　 Automation)や

HA(Home　 Automation)な どにおけるAI(Artificial　lntelligence)は少 し違 った機能

を持っている。にもかかわ らず十把ひとからげに論 じられている場合が多い。新聞や

雑誌では様々なAIシ ステムの広告がなされているが,そ の多 くは特にAIと い うに

値 しない内容のものである。AIが ブームであるからそれに便乗 した表現であ り,ま

た開発過程においてOSにUNIXを 使い,言 語 としてPROLOGやLISPを 使 うとな

んとなくAIと いいた くなるようであるが,安 易な考え方である。

　人文科学研究の分野におけるコンピューター 利用については,AIと い うよりはい

かにして研究者の持っている知識を引き出すか,あ るいはばらばらな情報を統合させ

て新たな知識を生み出すか,そ のための道具の開発が重要である。コンピューター が

出現するまでの長い間,人 は手作業でいろいろなことをやってきた。文献を読み,

カー ドを作成し,計 算やグラフ化を行ない,写 真をファイルした り,そ のようにして

仮説を頭のなかに構築 したりしてきたのである。このプロセスをコンピューター を活

用して行なうことができないかとい うのが一番の問題である。

　文科系の研究者はどちらかといえぽ機械類を嫌 うタイプの人が多い。恐怖感を与え

ず安心して自然なや り方で使えるようなコンピューター システムの開発が望まれてい

るのである。機械が勝手に判断 して何かをやるようなタイプのAIよ りも,何 かや り

たいことが自然な操作ですぐできるようなフレンドリー システムが求められているの
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である。

　その内容は必ず しも高級な事柄ではない。 しか し大量のデータから必要なものを探

すということは単純ではあっても実際に役に立つものである。特に画像や音響データ

などの場合,単 に所在情報だけではな くその内容そのものが映像や音響として目や耳

で聞くことができれば知的生産に とって大いに役立つ。文字情報だけではなく映像 ・

音響などが総合的に関係付け られたマルチメディアシステムの構築が重要となるので

ある。

2.5　コンピューター に望 む もの

　コンピューター が日本に導入されてからもう数十年になるが未だに当初からの形式

に引きずられてお り,新 しい展開ができていないように思われる。それは専門家だけ

のものであったからで,こ れからは急激な変化を示すに違いない。ち ょっと気が付 く

ことだけでも次のようなことがある。

・面倒なキーボー ド

・役に立たないマニュアル

・不自然な形式での対話

・一・覧性を殺す小さな表示部

・遅い画像情報処理

　コンピューター の知識のない人はい くらそのマニュアルを読んでもどうしたらよい

か分らないものである。既に他のコンピューターを使 ったことのある人でも他社の製

品だと分 らないところが多い。本当に素人にも分 るマニュアルというのはほとんどな

い。誰かに説明してもらうと分るのにマニュアルだけでは分らないというのはどこか

に欠点があるのであろう。本当はマニュアルなどなしでも使えるようになっていなけ

ればいけないのである。

2.6何 が欠 けて い るのか

　現在の コンピューターシステムは満足できるものになっているであろうか。ゲーム

やワープロにおいては多 くの人がある程度満足 しているが,い ざ実際に今まで人間が

たやす くやっていたことをコンピューター の下で自動化しようとすると,う まくでき

ない問題があまりに多いのに気付 くであろ う。

　 コンピューターは先ず数値や文字を扱 う道具 として発達 してきた。 しかしわれわれ
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の日常生活では画像や音響情報が普通である。にもかかわらず現在のコンピューター

は画像や音響の扱いに向いていない。文字や数値の延長線上から考えているからであ

ろう。む しろ画像から発想 して新しいシステムを開発すべ きであろ う。

　コンピューター の出現 した1950年 頃から既にパターン認識や学習などが研究された

が,結 局まだたい したことはできていない。最近再びAIと い うことが話題になって

いるが,い かにハー ドウェアが進歩したとはいえ人間の知的活動の機構についての知

識はまだあまり進展していない。

　狭い意味での問題に絞ってみても現在のコンピューター には欠けているものが多

い。例えば,

・文字,画 像,音 響の自然な入出力,

・関連情報の同時表示,

・五感 との連動,

・運動感覚と知覚感覚との連動,

・予備知識な しで使えるシステム,

など。これらを解決 しなけれぽフレンドリー とはいい難い。

3人 文 系コンピューター の 環 境 整 備

3.1　 マル チ メデ ィア シス テム

　人文系では数値化することがむずかしいデータが多い。写真や,考 古発掘資料,美

術作品,音 楽,音 声などそのまま対象として扱 うことが普通である。現在のコソピ

ューターではそのままでは扱えない場合があり,ま してやパソコンレベルではできな

い場合が多いので,や むな く文字 ・記号で代理させているのが現状である。 しかし人

文系の研究には知的生産の道具として,直 感的なヒラメキを刺激するような情報を提

供するシステムが必要である。この点からも本来人文系のコンピューター システムは

マルチメディアシステムであるべきなのである。

3.2　 自然 な入 力

　従来コンピューター への情報入力はほとんどがキーボー ドからであった。しか し人

文系のデータはアナログ的なものが多いのでそれらを直接入力できるようになってい

ないと使いづらい。CCDカ メラによる画像の入力や,音 響情報の入力も利用者は単
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に資料をセットするだけですむようなシステムが開発 されていなければならない。そ

の扱いが容易であればまた新 しい応用が考え出されるものなのである。必ず しも機械

による自動認識でなくてもよい。録音テープやVTR,映 画などの資料から,研 究者

が情報を選択 しながら入力する時にや りやすい装置の開発が必要である。

　美術館などで光ディスクを用いて収蔵品やカタログの作品を蓄積し検索 していると

ころも出てきている。テレビカメラから直接 ビデオディスクに入力する簡便な装置が

利用できるようになってきたからである。 これをさらに安価にし,か つ画像の質を良

くす ることに努める必要がある。ただデータとして画像が入れぽよいとい うのではな

く,写 真 と同じくらいの質を持っていないと満足できない。

3.3　 シ ソ ー ラス

　コンピューター を使って検索を した り,言 語を扱 う場合に一番問題になることは,

同類語の扱いである。人間であれば必ず しも同一の表現でなくても,意 味的に似た単

語であれば一致 したと判断する。 しかしコンピューターにはそのような常識が与えら

れておらず,普 通の場合,勺 子定規な一対一の完全一致でしか検索 しないから,漏 れ

てしまう情報が多 くなる。これを救 うにはシソーラスというものを導入することが最

低必要である。シソーラスは一種の語彙集であるが,同 義語関連語などを定義 した辞

書である。特に民族学で使用す る用語を中心としたシソーラスを開発する必要があ

る。これは今はや りの人工知能やエキスパー トシステムの問題 ともつながるもので,

コンピューターにイソテ リジェンスを持たせる第一歩である。

　例えば 「湯飲み」を検索 しようとする場合,デ ータとして他の表現で記述されてい

るかもしれない。「コップ」 とか 「茶碗」,「杯」,「グラス」などいろいろな可能性が

ある。それはデータを作る人が全体のことを考えて名称などを付けているのではな

く,自 分の分野からの判断のみに基づいているからである。工芸や芸術の分野ではあ

る程度共通の命名法があるようであるが,民 族学での対象は日常雑貨に等しく,定 ま

った方式がない。その土地 ・民族によってば らばらであるのが普通である。

　 ワープロの普及はかな漢字変換辞書の出現によって可能になった。人文系のコソピ

ューターが普及するには自然言語の扱いが容易になることであ り,そ の為にはシソー

ラスが用意されることが第一歩である。一般語彙,あ る分野毎の辞書を作成すること

が是非必要である。
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3.4　 デ ー タの相互 利用

　文科系の場合,図 書 ・雑誌論文について,自 分の専門領域の中心的な部分は,各 自

がよく把握 してお り,そ れを検索することはあまり必要でないかもしれない。 しか し

ふだん 目に とめないところで出ているものや,別 の分野のものまでは手がまわらな

い。国の内外,広 範な分野をカバーして常に全体が把握できる状態にあることが,先

端 レベルの新 しい研究をする上では重要である。

　特に民族学研究は人間生活全般にわたっており,そ の対象とする事柄は非常に広い

分野となっている。また一人の研究者が調査できるフィール ドは限 られている。自分

の知 らないフィール ドのデータをいかに うまく活用するか。そのためにはコソピュ

ーターを中心において,各 自のデータが相互に活用できるシステムが必要になること

は明白である。民族学は単にフィール ドの記録(エ スノグラフィー,民 族誌)を 書 く

ことだけではな く,諸 民族を比較することによって,そ の異同を生 じさせている要

因,自 然環境 との関係や民族の交流などを明らかにしようとするものである。そのた

めには自分のフィール ドの知識を持ちながら,他 の地域 ・民族のデータを活用するこ

とが必要にな り,コンピューター による情報検索技術の活用が重要な役割を演 じるの

である。

　 この場合特に検索の手掛 りが問題である。自分の分野であればどのような概念が使

用されているかが分るが,他 の分野になるとどのような表現で検索すればよいのか見

当が付かないことがある。データはそれぞれの分野で作成されるので共通のタームが

期待できない。 このためにもシソーラスが重要である。

3.5分 類 を しない

　データベースを作成する時に先ず問題 となることは,資 料に対 してどのような分類

をするか とい うことであろう。既に体系のできている図書などの場合は一応それに従

っておくのもよいが,新 しい分野ではここでひっかかる場合が多い。 しか し所詮事柄

を完全に分類することは不可能である。 データにはいわゆる分類 コー ドとか,キ ー

ワー ド,デ ィスクリプターとか呼ばれるものを付けてお くのではなく,あ まり分類に

こだわ らずにデータを作成するのがよい。むしろ自由な記述をしておき,そ こに含 ま

れる全ての単語が検索の対象になるようにしておく方が自然である。

　今まで分類 ということに大きなウエイ トが置かれていたのは,情 報の利用の観点か

らではなく,情 報を管理する立場からの発想であった ように思われる。分類体系がよ
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く分っている管理者には分類番号で整理 し検索する方が楽であろう。 しか しその体系

を知 らない利用者にとっては,思 いつ くままに単語で検索できることが望ましい。ま

た実物を配架する場合にはある程度分類されていると,直 接棚を探す場合に便利であ

るから分類が必要になる。しかし徹底的にコンピューター を活用した システムにする

ならば分類 ということをあまり考えなくてもよいのではなかろうか。

3.6　漏れのない検索

　コンピューターを使った情報検索で重要なことは,該 当するデータ,あ るいは何等

かの関係があるデータが漏れなく検索されることである。その場合必ず しも必要最小

限のデータのみでなく,余 分なものまで検索されることがある。それが少ないことは

望ましいことではあるが,し かし必要なものが欠落していることのほ うが問題は大き

い。対象が分類されてお り,そ の分類記号の一致で検索される場合は,曖 昧さはない

が,文 献検索や標本資料検索,映 像音響資料検索などにおいて,自 然言語で書かれた

情報を検索する場合,語 の意味の一致に関 しては人間の判断に頼らねばならない場合

が多い。コンピューター利用では効率や省力を重要視するために,無 駄な努力を極力

省こうとするが,カ ー ドシステムなどで余分な部分でも繰っているうちに,関 係のあ

る資料を発見した り,ま たそのときには役立たないが,思 わぬ情報に気が付 くことが

ある。コンピューター による情報検索に肉いても,あ る程度範囲を絞 り込んだ ら,あ

とは人間が選択するように し,そ のための使いやすいシステムを用意する方式 とすべ

きである。

3.7　 融 通 のあ る検索

　従来のカード方式は,人 間の頭 と目と手が連動 したシステムで,そ れな りに有効な

面も多い。しかし量の増加にどう対応するか,ま た配列の仕方に限界がある。 コソピ

ューターによる情報検索では,従 来のカー ド方式ではできないような検索を可能にす

るように しなけれぽ意味がない。例えば図書カー ドに含まれているすべての語句,あ

るいはその一部からでも検索可能になっていることが必要である。正確にタイ トルや

i著者名,出 版社などを覚えているとは限らないからである。

　現在のところ,単 語の完全一致のみならず,前 方一致や後方一致を可能にするシス

テムはあるが,中 間一致を許すものは小規模のものにしかない。さらに完全一致では

なく,2・3文 字異なっていても他に一致す るものがなければ候補 として検索するよ

うな柔軟なシステムは皆無に近い。また自動分ち書き,自 動読み振 りも最近では辞書
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を持つことにより可能になりつつあるが,ま だ信頼性に乏 しい。むしろ分ち書きをし

ないで任意の文字列で一致がとれる方式が望ましい。

3.8　 画像 に よる画像 の検索

　シソーラスを併用しても,画 像データの場合などの検索には限界がある。イ ソデッ

クスが明確に付けられるものはいいが,画 像を印象で記憶 している場合には言葉で表

現 しにくい。サ ンプルとなる写真や画像を与えて,そ れとよく似たものを検索せ よと

いう指示ができるとよい。これが実現するためには情報工学の分野の研究がもっと進

む必要がある。そのとき実際のデータを持 っている者が参画 しないとうまくいかな

い。

　標本資料をその名称や収集地など記述された文字列から検索するのではな く,そ の

形態や属性,例 えば色などからも検索 したい場合がある。これには同時に多数の映像

を表示 して見ている人が自分で選ぶ という方法もあるが,で きればサソプルを示 して

それの類似物が検索できればよりフレンドリー なシステムといえよう。

　まだ初歩的な実験の段階にすぎないが,今 回の共同研究においても画像の類似検索

をする試験システムを構築 した。一つは,予 め輪郭線を抽出しておき,そ れをある方

法でコー ド化 し,入 力例の輪郭線コードとの一致の度合を計算することで,形 態の似

た画像を検索する試みである。もう一つは色の似た画像を検索する試みである。仮面

などは世界中に存在 してお り,そ の形態は千差万別である。そこで形態ではなく色で

検索 したいという場合もある。赤が多 く使われている仮面とか,黒 っぽいもの,白 っ

ぽいものなどの指定で,該 当するものがその類似の程度の順に表示されるようにして

おき,あ とは人が直接表示されたものを見て判断するとい うシステムも実験した。

3.9　 マ ルチ メデ ィア端末

　幾種類かのデータベースがある場合に,そ れらが単独で検索できるだけでは効果は

少ない。文字,画 像,音 響などが連動 していることが重要である。それは関係のある

情報が同時に検索できることでもある。その場合一つの表示画面ではなく,複 数の情

報が同時に表示できる新しいワークステーショソが必要である。

　 また文字情報のみならず画像情報に対 しても高速に検索 され,そ れを好 きなように

加工し表示できるシステムになっている必要がある。全体のデータベースか ら自分の

研究に必要なデータのみを抜き出して,個 人的なデータベースを構築 し,自 由に変形

加工できるようになっていることも必要であろう。

29



国立民族学博物館研究報告別冊　　17号

現在のコンピューターネ ットワークでは画像データを異機種間で高速に伝送するこ

とがむずか しいが,今 より100倍 くらいのスピー ドが欲 しいものである。その ときに

は従来のカード方式,台 帳方式で直接資料に触れることにより得られる情報,つ ま り

目と運動器官の連動や,目 的以外の情報の獲得に相当するものが,コ ンピューターシ

ステムにおいても実現できるような工夫が必要である。

4今 後の計画

地図データベース

　民族学では世界の地図を活用する仕掛が役に立つ。地名や緯度 ・経度から該当する

領域の地図が表示されるシステムである。人工衛星から撮 られたデータとも関連 さ

せ,巨 視的な考察と解析ができ,ま た様々な文化要素との重ね合せ,い わゆるマ ッピ

ソグの機能も含むような装置の開発も必要ではないかと考えている。

疑似開架図書検索

　コンピューター による情報検索の欠点は,は っきりとは必要な資料が分っておら

ず,書 棚や収蔵庫の棚を直接見ることにより,関 係のあ りそ うなものを探すとい う体

験ができないことである。 ファイルを開いてこのあた りであったというような,実 感

的な記憶に基づ く検索が不可能である。そこで,こ のような実物に接 しているかの如

き状況を作 り出すことも重要であろう。

　例えば書棚に本が並んでいるその映像を表示するというのはいかがであろう。あた

かも書庫の中を歩きまわっているように,次 から次へ と書棚の映像を動か してい くの

である。本の背中を見ているだけであるが,書 誌的事項以上の情報を与えるに違いな

い。必要な本に対 しては,図 書番号によって,さ らに詳 しい情報がデータベースの方

から得られる。標本資料についても収蔵庫の各棚を順次見てまわっているような映像

を見ながら,実 際の標本資料の姿を見て判断ができる。一点一点の標本資料の番号は

映豫では見えないが,棚 番号が分れば,そ こに収納されているものの情報は取 り出す

ことができるから,対 応させて知 ることができる。

音響データベース

　次のデータベースは音そのものの蓄積 と検索である。 この場合,検 索結果は音で聞

けることになる。音と画像とではディジタル化 してしまえばそれほど差はない。文字

データベースと連動させて,例 えば「イソ ドネシアの子守 り唄」を検索したとすれば,
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その曲がす ぐ聞けることになる。これは平成5年3月 に実現する予定である。

ネッ トワーク

　現在は館内からであればLANに よってマルチメディアデータベースに接近できる

が,外 部からは利用できない。文字データであれば電話回線を介 してアクセスも可能

であるが,ま だ正式には公開 していない。近いうちにディジタル回線網との接続を行

ない,他 の機関とも接続 し,広 く全国から利用できるようにしたいと考えている。
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